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一
か
月
後
に
迫
っ
た
「
国
会
請
願
」

成
功
め
ざ
し
、
署
名
の
達
成
を
・
・・ 

 

今
年
の「
国
会
請
願
」
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
緊
迫
し
た
情
勢

の
下
で
行
わ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く

中
で
の「
請
願
行
動
」
に
な
り
ま
す
が
、

残
さ
れ
た
一
ヶ
月
、
遅
れ
て
い
る
「
署

名
」
の
取
り
組
み
を
強
め
、
集
め
た
署
名

は
、
４
月
末
、
遅
く
も
５
月
６
日
（
金
）
ま

で
に
は
、
県
本
部
ま
で
届
く
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
そ
の
た
め
に 

１
、
支
部
は
、
支
部
結
成
以
来
３
年
連

続
で
目
標
を
達
成
し
て
い
る
行
田
・
羽
生

支
部
の
経
験
に
学
ん
で
、
自
主
目
標
を

必
ず
達
成
し
ま
し
ょ
う
。 

２
、
ベ
テ
ラ
ン
の
小
鹿
野
町
の
高
田
さ
ん

が
１
７
５
筆
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
ひ

と
り
10
筆
運
動
」
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
条

件
を
活
か
し
て
取
組
み
ま
し
ょ
う
。 

３
、
申
し
入
れ
た
団
体
へ
は
、
漏
れ
な
く

「
声
か
け
」
を
し
て
、
集
め
て
下
さ
っ
た
署

名
を
回
収
し
ま
し
ょ
う
。 

                     

【
団
体
署
名
】 

（
１
４
団
体
） 

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合 

行
田
羽
生
支
部 

埼
高
教 

 

障
害
児
教
育
部 

同 
 

 
 

川
口
高
校
分
会 

同 
 

 
 

蓮
田
特
別
支
援
学
校 

同 
 

 
 

川
越
総
合
高
校
分
会 

同 
 

 
 

事
務
職
員
部 

同 
 

 
 

川
口
支
部 

同 
 

 
 

入
間
支
部 

同 
 

 
 

埼
玉
西
支
部 

日
本
共
産
党 

東
部
北
地
区 

行
田
北
支
部 

同       
   

白
岡
東
支
部 

同       
   

幸
手
西
支
部 

同 

さ
い
た
ま
地
区
片
柳
東
支
部 

同 
 

さ
い
た
ま
地
区 

北
２
支
部 

 

署
名
合
計 

（ 

３
月
末
現
在
） 

 
 

 
   

個
人
署
名 

  

２
１
３
１
筆 

 

 
 

 
   

団
体
署
名 

 
 

 
 

31
筆 

                    

金
子
孝
重 

 
 

大
宮
区 

鈴
木
三
男 

 
 

深
谷
市 

新
井 

光
男 

ふ
じ
み
野
市 

 

【
特
別
試
写
会
の
感
想
か
ら
】 

女
性
活
動
家
千
代
子
を
桂
壮
三
郎
監
督

が
愛
を
込
め
て
描
き
切
っ
た
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

川
口
市 
宮
地
さ
か
枝 

短
か
っ
た
千
代
子
の
生
涯
が
時
代
背
景
と

と
も
に
濃
密
に
鮮
や
か
に
描
か
れ
、
感
動
を

呼
ぶ
す
ば
ら
し
い
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
諏

訪
高
女
で
の
土
屋
文
明
と
の
出
会
い
、
東
京
女

子
大
で
社
会
科
学
研
究
会
で
の
学
び
と
実

践
、
や
が
て
結
婚
す
る
浅
野
晃
と
の
出
会
い
と

裏
切
り
に
懊
悩
し
発
狂
す
る
姿
。
そ
れ
で
も
、

人
々
の
自
由
、
平
等
を
求
め
る
千
代
子
は
信

念
を
ま
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

特
高
の
弾
圧
か
ら
始
ま
る
シ
ー
ン
、
そ
し
て

最
後
は
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
山
並
み
を
背
景
に

し
た
千
代
子 

の
お
墓
に
、 

新
憲
法
の
誕 

生
を
伝
え
る 

平
川
ふ
み
。 

今
を
生
き
る 

私
た
ち
に
大 

き
な
希
望
を 

与
え
て
く
れ 

ま
す
。
若
者 

に
も
き
っ
と 

受
け
る
事
で 

し
ょ
う
。 

                               

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 

「
国
会
請
願
」
参
加
者
募
集
・
・・ 

 

今
年
は
、
全
国
か
ら
の
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
次
第
で
参
加
で
き
な
い
県
も
生
じ

た
場
合
、
首
都
圏
の
役
割
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
昨
年
は
、
埼
玉
か
ら
16

名
が
参
加
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
。

今
年
は
そ
れ
を
上
回
る
20
名
の
代

表
団
を
送
り
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
希
望
者
は
４
月
末
ま
で
に
、
事

務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

   

 

       

埼
玉
県
も 

 

【
個
人
署
名
】  

 
 
(

５
３
３
筆) 

柴
山
た
か
子 

 

宮
代
町 

 
 

 

28
筆 

橋
本 

静
修 

 
  

緑
区 

 
   

10
筆 

小
川 

洋
夫 

 
 

浦
和
区 

 
 

 

10
筆 

長
谷
川
達
雄 

 

熊
谷
市 

 
 

 
 

３
筆 

横
田 

正
利    

深
谷
市 

 
 

 

10
筆 

荒
井 

信
次 

さ
い
た
ま
市 

 
 

10
筆 

高
田
哲
郎 

小
鹿
野
町 

 
 

１
７
５
筆 

募
金
７
０
０
０
円 

松
下 

裕 
 

 

見
沼
区 

 
  

 
 

４
筆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

募
金
３
５
０
０
円 

望
月
た
け
し 

   

越
谷
市 

 
 

 

25
筆 

日
本
共
産
党
南
部
地
区
委
員
会 

50
筆 

同 
 

 

中
部
地
区
委
員
会 

 
 

 

10
筆 

同 
 

 

東
部
南
地
区
委
員
会 

 

21
筆

同 
 

 

東
部
北
地
区
委
員
会 

 

20
筆 

 

同 
 

 

西
部
東
地
区
委
員
会 

 

50
筆 

同 
さ
い
た
ま
地
区
片
柳
東
支
部 

15
筆 

同 
東
部
北
地
区 

春
日
部
豊
野
支
部 

 
 

 

５
筆 

同 
 

 
 

 
 

 
一
の
割
支
部 

   

２
筆 

国
賠
同
盟
行
田
・羽
生
支
部 

  

65
筆 

同 
 

 
 

 
 

 
 

岩
槻
支
部    

20
筆 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪

法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し
、

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態

を
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 

 

全
県
で
取
り
組
む
５
月
９
日
の
埼
玉
会

館
小
ホ
ー
ル
（
14
時
と
18
時
２
回
上
映
）
の

取
り
組
み
を
強
め
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

「会
員
拡
大
」の
取
組
み
強
め
よ
う 

国
賠
同
盟
は
今
年
６
月
に
全
国
大
会
を

３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。
い
ま
同
盟
は
、

大
会
ま
で
に
〝
２
万
人
の
同
盟
実
現
〟
に

向
け
、「
特
別
期
間
」
を
設
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

「
伊
藤
千
代
子
」
の
生
涯
を
描
い
た
映
画

は
、「
国
賠
運
動
」
に
新
た
な
光
を
当
て
て
く

れ
ま
し
た
。
中
央
本
部
は
、
新
し
い「
入
会
の

し
お
り
」
も
作
成
し
ま
し
た
。
上
映
運
動
と

結
ん
で「
入
会
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
」
。
役

員
は
、
中
央
が
設
け
た
５
人
、
10
人
拡
大
の

顕
彰
制
度
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。 

 
  

 

             

 

〝

戦
争
か
平
和
か
〟 

歴
史
的
岐
路
の
と
き 

「国
賠
同
盟
」の
真
価
発
揮
し
、
映
画
上
映 

と
「同
盟
拡
大
運
動
」の
成
功
を
！ 

と
戦
争
を
し
な
い
〟
と
誓
っ
て
つ
く
っ

た
日
本
国
憲
法
が
戦
後
最
大
の
危
機

を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期

に
、
日
本
国
憲
法
の
礎
に
な
っ
た
、
伊

藤
千
代
子
等
「
治
安
維
持
法
犠
牲

者
」
た
ち
が
、「
何
の
た
め
に
闘
い
、
何

故
弾
圧
さ
れ
た
か
」
、
こ
の
映
画
を
観

て
頂
け
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。 

埼
玉
も 

全
県
各
地 

30
ヶ
所
５ 

千
人
の
上 

映
運
動
を 

進
め
、
現
在 

９
ヶ
所
で
決 

ま
っ
て
き
て 

い
ま
す
。 

 

       

 

国
会
請
願
日
（
５
月
11
日
）
が
近
づ
き
ま
し
た
。
「署
名
」

を
集
め
き
っ
て
、
埼
玉
か
ら
20
名
の
代
表
を
お
く
ろ
う
！ 

い
ま
の
時
期
に
多
く
の
方
々
に 

見
て
欲
し
い
映
画
で
す 

５
月
９
日
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル 

の
上
映
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
！ 

 

苦
節
三
年
ー
国
賠
同
盟
が
先
頭
に

立
っ
て
応
援
し
、
協
力
し
て
き
た
映
画

「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
大
変
な
時
期
で
の
撮
影
で
し
た

が
、
監
督
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
並
々
な

ら
ぬ
努
力
で
見
事
完
成
し
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
４
月
15
日
か
ら
上
映
が
始

ま
り
ま
す
。 

い
ま
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
乗
じ
て
岸
田
首
相
は
、
敵
基
地
攻

撃
や
憲
法
改
悪
を
画
策
し
て
い
ま

す
。
先
の
大
戦
の
教
訓
か
ら
、
〝
二
度 

 

募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

権
田
圭
助
様
、
小
島
民
子
様 

＊
掲
載
が
大
変
遅
れ
、
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。  

 
 

（
財
政
部
） 




